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マンガ・アニメの研究者
非常勤講師

山下　雅之
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経験社会学Ⅱ

岐阜県出身。京都大学文学部哲学科社会学専攻卒業、京都大学大学院文学研究
科博士課程（社会学）修了。パリ＝ソルボンヌ大学（パリⅣ）博士課程修了。
京都大学文学部助手などを経て、現在、近畿大学文芸学部教授（社会学、フラ
ンス社会論ほか）。マンガの他に、社会学の観点からサッカーを研究している。
主な著書は『フランスのマンガ』（論創社）など。

日本・フランス・アメリカのマンガを比
較しながら、オタク文化の特徴について学
ぶ授業。特に日本以外の国でマンガがどの
ように発展してきたか、どのようなバリ
エーションがあるのかについて、幅広い理
解を得ることを目的としている。
今年度は後期に開講される。

日本で現在知名度を上げているオタク文
化―そんなオタク文化の代表格であるマ
ンガやアニメについて、フランスと日本の
作品を比較して研究されている先生にお話
を伺った。 （MI-KO）

日本とフランスのマンガを比較するた
めに、日本ではあまり知られていない、
フランスのマンガも手広く研究していま
す。
フランスのマンガの特長はカラーで細

部まで描きこまれていることと、ストー
リーが緻密で展開がしっかりしているこ
とですね。それに対して日本のマンガは
数十巻も続くから、ストーリーの組み立
てよりどうやって長く読んでもらうかと
いうのを重視してる感じがします。その
特長は、動きがあるとか、表情が豊かで
あるとか。特に最近の作品はキャラが面
白く描かれているということもあって、
そういうところに惹かれますね。

最初のきっかけは、1985年ごろパリ
に留学していたときに友達になったフラ
ンス人が、カルチエ・ラタン（パリの学
生街）にあったマンガ屋に連れて行って
くれたことだと思います。残念ながら当
時は自分の勉強に手一杯で、そこまで興
味は持てなかったんです。でも仕事で何
度か行くうちに、「こんなにもいろいろ
なマンガがあるのか」って思うように
なって、だんだんと興味がわいてきたっ
て感じですね。

オタク文化に詳しい人もそうでない人
も、外国の、特にフランスやアメリカで
発達したマンガの歴史を知ってもらいた
いですね。その上で、それまで自分が読
んでたマンガやアニメが、ここ十数年の
ブームではなくて、もっといろいろ複雑

フランスのマンガと日本のマンガ、全
然違う場所で全然違う時代に生まれてい
るものだけど、これとこれは結びつきが
あるんじゃないか、とか、逆に同じルー
ツから出ていて同じように見えるけど、
これとこれは違うんじゃないか、とか、
「関連性」と「違い」っていうのをより
広く知ることによってだんだん見えてく
るっていうのがいいですよね。
それと、日本の文化だからこそできる

それはよく聞かれますね（笑）。最初
は単なる研究としてやっているつもり
だったんですけど、やってるうちに、そ
の気があるのかなって思うようになって。
そうでないと興味を持てませんからね。
学生のみんなに聞かれたとき、最初は

「違う」って言ってたんですけど、マン
ガなどがけっこう好きっていうところか
ら考えると、やっぱりオタクの気がある
のかもしれませんね（笑）。

他の国にはない日本のマンガの特徴と
して、「少女マンガ」が挙げられるんで
すよね。そういうところから見て、逆に
アメリカとかフランスで、少女向け文化
があったのかっていうところを深く掘り
下げていきたいなと思っています。
実はフランスでは60年代くらいに、

日本でいうところの「かわいらしい物に
対する文化」があったらしいので、そこ
から日本の少女マンガや少女文化と比較
しつつ、フランスの60年代をクローズ
アップしていきたいですね。

この授業のコンセプトは２つあって、
１つは日本であまり知られていないフラ
ンスやアメリカのマンガの大まかな歴史

こととか、逆にフランスならではの表現
とか、「片方にはあるけど片方にはない
オリジナリティ」っていうのが見つかっ
たりすると面白いですよね。

をみんなに知ってもらうこと。もう１つ
はオタク文化が市民権を得つつあるから、
だいたいどんなジャンルがあってどうい
う広がりがあるかということに、興味を
持ってもらいたいという感じですね。
この授業は社会学の先生方から授業を

してほしいっていう依頼が来て開講した
んです。ただその内容までは指定がなく
て、社会の中で実際に出てきてることを
話してくれということだったので、自分
の研究でもあるマンガというテーマを選
びました。
授業ではアニメを上映することもある

なところにルーツを持っているというこ
とに気づいてほしいです。
日本人が全然知らないところで、日本

のマンガやアニメを楽しみに待ってる人
がいる。このことを考慮に入れてもらっ
て、自分たちが見ているものを幅広く、
奥深く見てもらいたいという思いがあり
ますね。

 ―ありがとうございました。

んですけど、話題になったものを使おう
と思っています。アニメは決して世間で
騒がれてるほど怪しげなものじゃなくて、
社会である程度認められてきているって
ことを知ってほしいっていう気持ちがあ
りますからね。
こういうテーマを選んだからといって

まわりの批判は特にありませんでした。
誰か言いそうかなとは思いましたけど。
やっぱりある程度社会に浸透しているか
ら、もしくは京大だからっていうのがあ
るかもしれませんね（笑）。

▲フランスで発行されているマンガの一部。手
前は日本のマンガのフランス語版

▲フランスのマンガを手に熱く語る先生。日本
のマンガとは違い、ハードカバーだとのこと

▲先生の研究室の本棚。専門書に混じって世界
のマンガが所狭しと詰め込まれている
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研究の将来

学生に伝えたいこと

先生はオタク？

研究の醍醐味

研究のきっかけ

マンガの研究

そのときに知った『タンタン』とか『ス
ピルー』とかはまだオーソドックスだと
思うんですけど、友人が教えてくれた『ピ
ロット』とかはフランスのアングラ文化
と結びついてたこともあって、日本でも
そこまで有名じゃないんですよね。やは
り、人から教えてもらって興味を持つこ
とは多いですね。たとえば日本の最近の
作品、『新世紀エヴァンゲリオン』とか
『涼宮ハルヒの憂鬱』とかも自分はあま
り知らなかったんです。でも日本で「オ
タク」っていう存在が有名になってくる
につれて、日本のマンガを学生から教え

てもらえるようになって。そのおかげで
日本のマンガとフランスのマンガを比べ
てみるのもいいかなって思うようになり
ました。
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ラテン語を学んだが、会話ができない。 （理・２　奪格支配）
⇒ラテン語はそもそも話者がいませんからね。仕方のないことです。 （そういうことにしておきましょう……；編）

来月号もどうか発行してください。お願いします（泣） （理・２　ムラサキ）
⇒発行したいのはやまやまなんですが、発行したところで誰が読むんですかね？ （だって８月は夏休みでしょ？；編）


